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＊ポスト真実……客観的事実より、感情的な訴えかけの方が世論形成に影響する状況を指す言葉。「ポスト（post）」は「そ
れ以後」「その次」という意味で、「ポスト冷戦」（冷戦後）、「ポスト安倍」（次の自民党総裁・首相）などと使う。

＊プロパガンダ……特に、主義や思想などについての宣伝。
＊ソーシャルメディア……ツイッター、フェイスブックなど、利用者がネット上で情報交換する手段の総称。
＊『一九八四年』……英国の作家ジョージ・オーウェルの近未来小説。1949年出版。1984年、戦争を繰り返す超大国の
一つ「オセアニア」では、市民は思想や言語などを統制され、行動を監視されているという設定。

「ポスト真実」という言葉についてまとめた次の文中の①～⑥にあてはまる語句を語群から選びなさい。

　世界最大の英語辞典（①　 オックスフォード　 ）辞典が、2016年の「時代を最もよく表す言葉」として、

「ポスト真実」を選んだ。（②　　   客観 　　  ）的事実より、（③　　  感情  　　　）的な訴えかけの

方が、世論形勢に大きく影響する状況を指す。具体的な例として、米国の（④   ドナルド・トランプ   ）大

統領が、国家安全保障担当補佐官だった（⑤     マイケル・フリン     ）氏のロシアとの接触をメディアに

明らかにされると、漏れた情報は本物だと認めながらも、「偽ニュースだらけ」と言い放ったことなどが

挙げられる。（　④　）氏の発言はいかにもうそっぽいが、こうした発言が、政治に変化をもたらしてく

れるのではないかという（⑥  　　 期待  　 　 ）感や共感を生んでいる。

語群〔　ドナルド・トランプ　マイケル・フリン　オックスフォード　期待　感情　客観　〕

記事では、「ポスト真実」の時代における真実を、どのような状態にあると説明していますか。①小説『一九八四
年』になぞられた状態、②山崎望・駒沢大准教授が指摘している状態を、それぞれ簡単に説明しなさい。

（例） ① 都合の悪い事実を消して、権力者側の意向で真実が決められる状態。

（例） ② それぞれの人が下から自分の真実を勝手に主張している状態。

「ポスト真実」の時代にはどのような危険性があると、記事で指摘されていますか。その一つを挙げつつ、あな
たが必要と考える心構えを、100字程度で書きなさい。

（例）
　社会の分断が深まってしまう。本来、政治の場などで語られる意見の違いは、
対話を通じて折り合いをつけるものだ。「私の真実」を押しつけるのではなく、それ
らを超えた「客観的真実」を見極める目を養う必要がある。

（例）
　人間の根本的な思考が破壊される恐れがある。うそも含まれる「ポスト真実」
に覆われた世界では、考えたり判断したりする能力が奪われてしまう。耳に快く
響くプロパガンダこそ、まずは疑ってかかるようにしたい。
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●記事と下の「言葉の解説」を読んで、次の問いに答えなさい。
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